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Gorge E. Brown，Jr. Network 
for Earthquake Engineering 
Simulation ＝ NEES計画）の４者
で組織され、Ｅ‐ディフェンスに
よる実規模実験をコンピューター
シミュレーションの結果で検証す
るなど、地震防災研究を大きく飛
躍させる研究のあり方などを話し
合う。本年４月には、コンピュー
ターシミュレーションによる研究
とＥ－ディフェンスによる実大規
模実験の統合による耐震研究の新
しい方向性を探ることが基本合意
された。
5．おわりに
　災害に対してハード面で完全に
防ぐことは出来ないが、壊滅的な
被害とならないように災害をでき
るだけ小さくしようという「減災」
が提唱されている。
　地震に対しても、コンクリート
や鉄筋などの性能向上によって、
壊れない構造物をつくることは
技術的には可能かもしれないが、
全ての構造物を破壊させないよ
うに設計し、つくりかえることは
不可能であり、地震動強さのレベ
ルに応じた許容被害を明確に規
定する性能設計が世界の趨勢と
なっている。
　地震による壊滅的な被害を避
け、ある程度の被害は避けられ
ないにしても人命だけは守るため
に、建物などの壊れる過程（なぜ、
どのように、どこまで壊れるか）
を明確にする必要がある。震動台
上で実物大の構造物の破壊を実現
し、壊滅的な被害とならないよう
な構造物を設計することが、Ｅ‐
ディフェンスに期待されている役
割である。
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